
図書館システム
バージョンアップ内容のご案内

蔵書検索機能の拡張

蔵書検索の条件設定に「配架場所」項目が追加

されます。

除籍処理の改善

♦　所蔵状態を「除籍」に変更すると除籍日が

　　自動入力されるようになります。

♦　除籍処理のリスト印刷で請求記号順が選択

　　できるようになります。

ブックリスト機能の拡張

ブックリストに登録されている資料が詳細表示や

一覧表示から確認できるようになります。

登録番号の取得

登録番号の取得で、最終番号を記憶させるように

なります。先頭文字を指定して登録番号を割り当

てる場合でも、登録番号は引き継がれますので新

番号検索の手間が省かれます。

利用者マスタの改善

貸出停止中の利用者は、一覧表示で文字色を

変更し、分かりやすくします。

❚ LibMax 2018 バージョンアップ内容

❚ LibMax 2018/ LibFinder 2018 動作条件

※LibMax2010/LibFinder2010 以前のバージョンでは、現在主流の 64bitOS に対応していません。
　2010 以前のバージョンをご利用中のお客様で、サーバ・パソコンの入替をご予定されている場合は、図書館システムもバージョンアップ
　が必要となりますのでご注意ください。

マスタ機能の拡張

各マスタにリンクしているデータ件数がマスタ

設定画面に表示され、マスタの登録状況を一目

で確認できるようになります。

対応OS

エディション
( 推奨 )

Windows 10
(32bit/64bit)

Windows 8.1
(32bit/64bit)

Windows 7
SP1 以上
(32bit/64bit)

Windows
Server

2012/2012R2

Windows
Server

2008/2008R2

Proffesional Proffesional Proffesional
Standard
Foundation

Standard

Windows
Server
2016

Standard

図書館システムバージョンアップ内容のご案内

❚ デザインの一新

Lib Max の各機能のデザインを見直し、
より見やすく、操作しやすい画面になります。

❚ 処理速度の改善

データベースのバージョンアップを行い、
各機能の処理速度がアップします。

❚ 蔵書点検機能の改善

Lib Max の点検データ取込時に点検対象外の
ため取り込めなかったデータを確認
できるようになります。

❚ ブックリスト機能の拡張

ブックリストに登録されている資料が返却
された時に返却画面にメッセージが表示される
よう設定できます。
配架の際に別置されているブックリスト資料を
見逃しません。

❚ 督促リストアップの拡張

延滞データのリストアップ条件に「貸出日」が
追加されます。今までの延滞の判定に

「返却判定日」と「延滞日数」しかありません
でしたが、「貸出日」も指定できることで、
延滞状況の把握に役立ちます。

❚ 日書連 MARC の新方式に対応

教育システムより提供される MARC データの
提供方法の変更に伴い、Lib Max でも新方式の
日書連 MARC が取込できるよう対応します。

■Lib Max 2017 バージョンアップ内容

イメージ画像

イメージ画像

❚ 前回までの主な Lib Max バージョンアップ内容

●2016 年
・貸出時に返却期限日を利用者ごとに変更できるようになりました。

・貸出処理中の資料の返却期限日が表示されるようになりました。

・来館者数のカウント機能が追加されました。

・所蔵編集の一覧表示で「除籍」は赤文字の表示になりました。

・NDC10 版 ( 日本十進分類法の 10 版 ) に対応しました。

・トーハン MARC に対応しました。

●2015 年
・臨時返却日の適用開始日と、適用期間中の貸出冊数を事前に登録できるようになりました。

・ブックリストに公開を始める日を設定できるようになりました。

・他館の資料を借受処理するときに、ブックリストを指定して転送できるようになりました。

・リモートサポート接続が、システム上のボタンもしくは、リモートサポートメニューから接続可能に

・なりました。

●2014 年
・プログラムの改修があった場合に、自動的にアップデートされるようになりました。

・※インターネット環境が必要です。

・ユーザー管理の強化を図り「ユーザー ID」と「パスワード」でログインするようになりました。

・アクセス日時や操作履歴を確認できます。

・他館から借受けた資料に貼られているバーコードを使って、貸出返却ができます。

●2013 年
・索引取得がどのタイミングでも実行できます。

●2012 年
・国立国会図書館サーチを、MARC データ編集からダイレクトに検索して取り込めます。



スマホ・タブレット対応

レスポンシブデザインにより、パソコンのブラウ

ザだけでなく、スマートフォン・タブレットに

完全対応します。

アクセシビリティ対応

利用者自身で検索画面の文字の大きさ、

文字色、背景色を切り替えることができます。

設定機能の拡張

メニューボタンの名称・順番を編集することが

でき、トップページのカスタマイズが可能に

なります。

お知らせ機能の拡張

トップ画面やお知らせ画面にメッセージを表示

させる「お知らせ」機能に公開日が追加されま

す。指定した日に公開されますので事前に登録、

編集を行うことができます。

ページ作成

トップページに表示させるリンク集や利用案内

などのページを自由に作成することができます。

❚ LibFinder 2018 バージョンアップ内容

※LibFinder をお使いの方は、必ず LibMax と共にバージョンアップ版をお申込みください。

カレンダー表示設定の拡張

カレンダーの休館日、土曜、日曜、平日のカラー

設定や文字色を自由に設定することができます。

雑誌表示の拡張

雑誌の一覧表示に最新号のみを表示させることが

できます。

❚ 新着表示の拡張

❚ 画面操作の改善

❚ イベント案内の改善

❚ 雑誌表示の拡張

❚ ブックリスト表示の設定

■Lib Finder 2017 バージョンアップ内容

イメージ画像

新着図書の表示で、書影がメインの表示形式を
選択できるようになります。新着図書をより
魅力的に紹介することができます。

トップページのイベント案内表示が自動更新され
るようになり、過ぎた日のイベントは非表示に
なります。

書影表示で「紀伊国屋 Bookweb」を選択すると
雑誌の書影も表示できるようになります。
各巻の情報を視覚的に確認できます。

ブックリスト一覧で「コメント」の表示は必須
でしたが、表示／非表示が選択できるように
なります。

今まではトップ画面に戻るには各画面の
「検索指定に戻る」をクリックするしか
ありませんでしたが、Lib Finder のタイトル
部分をクリックしてもトップ画面に戻ることが
できます。

対応OS

エディション
( 推奨 )

Windows 10
(32bit/64bit)

■ Lib Max 2017/ Lib Finder 2017 動作条件
Windows 8
Windows 8.1
(32bit/64bit)

Windows 7
SP1 以上
(32bit/64bit)

Windows Vista
SP2 以上
(32bit/64bit)

Windows
Server

2012/2012R2

Windows
Server

2008/2008R2

Proffesional Proffesional Proffesional Business
Standard
Foundation

Standard

※Lib Max2009/Lib Finder2009 以前のバージョンでは、現在主流の 64bitOS に対応していません。
　2009 以前のバージョンをご利用中のお客様で、サーバ・パソコンの入替をご予定されている場合は、2017 年度にバージョンアップして
　いただきますようご検討ください。

❚ 前回までの主な Lib Finder バージョンアップ内容

●2016 年
・Lib Finder の利用状況を、

●2015 年
・臨時返却日の適用開始日と、適用期間中の貸出冊数を事前に登録できるようになりました。

・ブックリストに公開を始める日を設定できるようになりました。

・他館の資料を借受処理するときに、ブックリストを指定して転送できるようになりました。

・リモートサポート接続が、システム上のボタンもしくは、リモートサポートメニューから接続可能に

・なりました。

●2014 年
・プログラムの改修があった場合に、自動的にアップデートされるようになりました。

・※インターネット環境が必要です。

・ユーザー管理の強化を図り「ユーザー ID」と「パスワード」でログインするようになりました。

・アクセス日時や操作履歴を確認できます。

・他館から借受けた資料に貼られているバーコードを使って、貸出返却ができます。

●2013 年
・索引取得がどのタイミングでも実行できます。

●2012 年
・国立国会図書館サーチを、MARC データ編集からダイレクトに検索して取り込めます。


